
福
島
の
子
ど
も
の
甲
状
腺
異
常

を
ど
う
と
ら
え
る
か
？

福
島
の
子
ど
も
の
甲
状

腺
に
の
う
胞
や
結
節
が
多

く
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
甲
状
腺
専
門
医
の

中
か
ら
、
こ
れ
ま
で
知
り
う

る
「
過
去
の
ど
の
調
査
よ
り

も
高
い
率
で
、
驚
く
べ
き
結

果
で
あ
る
」
と
し
て
、
福
島

原
発
事
故
で
放
出
さ
れ
た

放
射
性
ヨ
ウ
素
と
の
関
連

を
究
明
し
、
早
期
に
医
療
体

制
を
整
備
す
べ
き
だ
、
と
の

訴
え
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

福
島
の
状
況
は
、
本
県
に
お

い
て
も
県
南
の
親
た
ち
を

中
心
に
子
ど
も
の
被
ば
く

に
つ
い
て
の
不
安
を
増
大

さ
せ
て
い
ま
す
。

今
回
の
三
七
市
民
団
体

に
は
子
ど
も
の
被
ば
く
を

心
配
す
る
親
や
市
民
た
ち

が
結
集
し
ま
し
た
。

早
期
の
甲
状
腺
検
査
を

市
民
グ
ル
ー
プ
の
要
請

事
項
は
次
の
通
り
で
す
。

１
、
「
汚
染
状
況
重
点
調

査
地
域
」
に
指
定
さ
れ
た
一

関
市
、
平
泉
町
、
奥
州
市
に

置
い
て
十
八
歳
未
満
の
子

ど
も
た
ち
の
甲
状
腺
検
査

を
実
施
し
そ
の
結
果
を
保

護
者
に
伝
え
る
こ
と
。
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
留
意
し
た
上

で
デ
ー
タ
を
公
開
す
る
こ

と
。

２
、
岩
手
県
放
射
線
内
部

被
ば
く
健
康
影
響
調
査
有

識
者
会
議
を
再
度
開
催
し

意
見
を
求
め
る
こ
と
。
こ
の

会
議
に
は
市
民
代
表
を
加

え
る
こ
と
。

３
、
甲
状
腺
障
害
以
外
の

放
射
線
被
ば
く
に
よ
る
健

康
悪
化
に
つ
い
て
も
、
早
期

の
対
策
を
急
ぐ
こ
と
。

《天恵の海》
２０１２（平成２４）年

１２月 ９日

第 １２０号
編集事務局 S.Oshida

ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636

三陸の海を放射能から守る

岩手の会

郵便振替 02240-5-102650

ホームページ《再処理／岩手の環境》
http://homepage3.nifty.com/gatayann/env.htm

《まった再処理分庫》
http://briefcase.yahoo.co.jp/k_imag

『
子
ど
も
た
ち
の
甲
状
腺
検
査
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
』

子
ど
も
を

持
つ
親
た
ち
の
切
実
な
要
望
を
伝
え
る
た
め
に
、
十
一
月
二
二
日
、
本
会

を
始
め
と
す
る
市
民
グ
ル
ー
プ
や
団
体
の
十
一
人
が
岩
手
県
庁
を
訪
れ

て
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
応
対
し
た
の
は
野
原
勝
保
健
福
祉
部
医
療

推
進
課
総
括
課
長
、
工
藤
啓
一
郎
感
染
症
担
当
課
長
ら
三
人
で
し
た
。
福

島
県
で
は
三
万
人
以
上
の
子
ど
も
に
甲
状
腺
異
常
（
の
う
胞
や
結
節
）
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
岩
手
で
も
早
急
な
対
策
が
必
要
で
す
。

岩手県の放射線被ばく

対策の経過

2011.3,25 市民団体が県へ要請書 「至急ヨウ

素剤を子どもたちへ優先配布すること」

2011.12.1 ～12.3.2 岩手県 奥州市・一関市

などの子ども１３２人の尿の放射性セシウムを

検査。（セシウム不検出は１３人）

2011.12.28 一関、奥州市平泉町が放射性物質汚

染対処特別処置法による指定をうける 。

2012.2.6 岩手県放射線内部被ばく健康影響調査

有識者会議（平２３年度第 1 回）

2012.3.2 岩手県放射線内部被ばく健康影響調査

有識者会議（第２回）１３２人の尿検査の結果に

ついて「健康への影響は極めて小さい。 調査の

継続は必要ない。但し今後国の動向も踏まえ、県

民へのフォローアップも検討する」と発表。

4.16 県産婦人科医会会長小林高氏ら県へ「子供の

内部被ばく検査を継続すべき」との質問状

5.16 県、「特段の状況変化がない限り追加調査の

必要なし」と回答

6.2 放射能問題市民交流集会（教育会館 ３０

余グループ約６０人）

7.11 岩手ホスピスの会など県へ「子供の内部被

ばく検査を継続すべき」との再要請書

9.28 岩手ホスピスの会など、県へ「子供の甲状腺

検査・尿中サンプリング調査の検出者の、詳細

調査の実施」を再要請

10 月～12 月目途. 県 前回１３２人の尿検査を

継続実施中。



予
防
医
学
的
早
急
な
対
策
を

話
し
合
い
の
中
で
野
原

勝
医
療
推
進
課
総
括
課
長

は
「
検
討
の
上
文
書
で
回
答

す
る
」
と
し
ま
し
た
。
市
民

代
表
か
ら
は
「
福
島
の
検
査

結
果
は
原
発
事
故
の
放
射

性
ヨ
ウ
素
に
よ
る
影
響
で

は
な
い
か
」
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
事
故
で
は
約
四
年
後

か
ら
小
児
甲
状
腺
ガ
ン
が

多
発
し
た
。
予
防
医
学
の
観

点
か
ら
岩
手
で
も
早
急
に

対
策
を
実
施
す
べ
き
だ
」
と

い
う
意
見
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

要
請
行
動
に
つ
い
て
、

め
ん
こ
い
テ
レ
ビ
が
夕
方

ニ
ュ
ー
ス
で
放
送
し
岩
手

日
報
や
盛
岡
タ
イ
ム
ス
な

ど
数
社
が
報
道
し
ま
し
た
。

岩
手
県
は
本
年
度
第
一
回

の
放
射
線
内
部
被
ば
く
健
康

影
響
調
査
有
識
者
会
議
を
十

一
月
二
六
日
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
報
告
で
は
「
子
ど
も
の

尿
中
の
セ
シ
ウ
ム
調
査
」
の

評
価
方
法
な
ど
話
し
合
わ
れ
、

甲
状
腺
検
査
に
つ
い
て
は

「
国
の
甲
状
腺
結
節
性
疾
患

有
所
見
率
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
て
検
討
す
る
こ
と
が
適

切
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
を
育
て
た
故
郷
山
田
、

自
然
豊
か
な
暮
ら
し
こ
そ

小
林
美
好
さ
ん
（
主
婦
）

子
育
て
は
自
然
豊
か
な

故
郷
山
田
で
こ
そ
と
決
心

し
夫
と
と
も
に
帰
郷
、
し
い

た
け
栽
培
を
営
み
な
が
ら

環
境
を
守
る
運
動
を
続
け

て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

今
回
の
東
京
電
力
の
原
発

事
故
で
大
打
撃
を
受
け
て

い
ま
す
。
シ
イ
タ
ケ
が
出
荷

停
止
と
な
り
、
焼
却
処
分
さ

れ
、
仕
事
を
継
ぐ
予
定
で
あ

っ
た
息
子
は
先
が
見
え
ま

せ
ん
。
私
た
ち
の
水
の
恩
恵

を
受
け
た
農
の
暮
ら
し
そ

の
も
の
が
将
来
へ
の
不
安

と
失
望
に
変
わ
り
、
途
方
に

く
れ
る
毎
日
で
す
。
生
き
方

と
考
え
方
を
大
転
換
さ
せ

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

思
い
が
け
ず

シ
ュ
ウ
リ
貝
が
大
発
生

上
林
寛
さ
ん
（
漁
業
者
）

山
田
湾
を
放
射
能
に
汚

さ
れ
て
は
堪
ら
な
い
。
だ
か

ら
運
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

大
津
波
の
あ
と
被
害
は
甚

大
で
漁
業
者
は
困
難
を
乗

り
越
え
て
ホ
タ
テ
養
殖
の

復
旧
に
立
ち
向
か
っ
て
い

る
。
今
、
山
田
湾
の
水
は
大

変
き
れ
い
だ
。
だ
が
、
思
い

が
け
ず
大
量
の
シ
ュ
ウ
リ

貝
の
付
着
に
見
舞
わ
れ
て

い
る
。
で
も
、
こ
の
豊
か
な

生
命
を
育
て
る
山
田
湾
で

再
び
養
殖
を
復
活
さ
せ
る
。

音
楽
を
絆
に
「
核
半
島
」

を
包
囲
し
よ
う

山
内
雅
一
さ
ん

（
ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ

ｌ
ａ
ｎ
ｄ
）

八
戸
で
再
処
理
に
反
対

し
「
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ

Ｌ
Ａ
Ｎ

Ｄ
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
つ

く
り
運
動
し
て
い
ま
す
。
毎

週
金
曜
日
八
戸
で
は
サ
ウ

ン
ド
デ
モ
を
や
っ
て
ま
す
。

音
楽
で
反
核
運
動
を
盛
り

上
げ
よ
う
。

宮
城
で
も
海
を
守
る
運
動

佐
藤
幸
恵
さ
ん
（
わ
か
め
の
会
）

山
田
生
ま
れ
で
す
が
今

は
仙
台
で
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
ド
イ
ツ
や
デ
ン
マ
ー
ク

の
環
境
運
動
を
見
て
回
り

ま
し
た
。
三
陸
の
美
し
い
自

然
を
、
女
川
原
発
や
六
ヶ
所

再
処
理
工
場
の
放
射
能
で

汚
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

岩
手
で
も
子
ど
も
の
甲
状

腺
検
査
を
実
施
さ
せ
よ
う
。

永
田
文
夫
さ
ん
（
岩
手
の
会
）

福
島
原
発
事
故
に
よ
る

放
射
性
ヨ
ウ
素
は
、
東
日
本

の
子
ど
も
た
ち
の
甲
状
腺

に
濃
縮
し
、
こ
れ
ま
で
は

「
百
万
人
に
一
人
」
と
い
う

全
く
珍
し
い
病
気
で
あ
っ

た
「
小
児
甲
状
腺
ガ
ン
」
を

多
発
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
現
在
福
島
県
が
進
め

て
い
る
子
ど
も
の
甲
状
腺

の
聴
音
波
検
診
で
は
「
の
う

胞
」
や
「
結
腫
」
を
持
つ
子

ど
も
が
す
で
に
三
万
人
ほ

ど
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
事
故
当
初
、
大
量
に
放
出

さ
れ
た
放
射
性
ヨ
ウ
素
が

原
因
で
あ
る
と
考
え
る
の

が
最
も
自
然
で
あ
り
、
岩
手

で
も
早
急
に
、
子
ど
も
の
甲

状
腺
検
査
を
実
施
し
予
防

原
則
に
立
っ
て
医
療
態
勢

を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

１０月２７日（土）、豊かな三陸の海を守る会が『 原発と放射能を

考えるシンポジウム ｉｎ 山田 』を開催しました。 大津波被害

からの復興作業に多忙な中、山田町中央公民館に参集した約５０人の

住民は、三陸の海を如何にして大震災被害から復興させ、福島原発事

故、六ヶ所再処理工場からの放射能被害から守りぬくのか、５人のパ

ネラーの提起を受け、熱心に意見交換を行いました。

セシウム１３４＋１３７
２０１１．１２．１～１３．１ 調

査

不検

出
１Bq

未満

１～

２Bq未

満

２～

３Bq

未満

３～

４Bq未

満

４～

５Bq

未満

５～

６Bq 未

満

６～

７Bq

未満

総計
（人）

放射性セシウム

（Bq／ℓ）
13 7 48 31 18 5 8 2 132

放射性セシウム

（Bq／日）
13 20 48 33 15 3 132

被検査者の年齢 ３～８歳未満 ４５人 ８歳～１３歳 ５５人 １３歳～１５歳 ３２人計１３２

被検査者の住所 一関市６０人 奥州市３６人 宮古市・金ケ崎町・平泉町３６人計１３２人

概
ね
零
歳
か
ら
十
五
歳
ま
で
の
一
三

二
人
を
選
定
。
原
則
と
し
て
二
日
以
上

連
続
し
て
二
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
尿
を
溜

め
、
容
器
ご
と
回
収
。

岩手県ホーム㌻「有識者会議」資料 www.pref.iwate.jp/view.rbz?nd=2500&of=1


